
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

①《特集》草の根の協同組合―地域を支える〝市民活動〟的実践

⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「チャイルドペナルティ」って？
⑫《この人に》 

堀内 正美さん （俳優）

⑭《V時評》

コーディネーション力の向上こそ 
活動活性化の王道

⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

文化系NPOが
災害ボランティアコーディネーターに
石田 達也 （特定非営利活動法人宮崎文化本舗 理事長）

⑯《熊本地震災害 熊本発～現地から伝える「被災地の今」》  

地震と水害で見えた 防災と多文化共生の課題
樋口 務

（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク 代表理事）
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⑰《現場は語る～コーディネートの現場から》

成功も失敗も一緒に引き受ける
―�学生と社協の挑戦 

「Social Sketch Lab.」
小林 伸匡（立川市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センターたちかわ）

⑳《NPOのためのほっこり法律相談》

ＮＰＯ向けフリーランス法の実務対応
樽本 哲（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《シネマ／ライブラリー》
『風たちの学校』／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 

吉村 明美さん
（子どもの成長・支える大人を応援する会 会長）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな

い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」

「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。
さらに「TEAM EXPO 2025」プログラム/共創パートナーとして、共創チャレンジに登録され活動す
る団体を積極的に支援します。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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今年は国連が定めた国際協同組合年。

2012年に続く2度目で、それ自体異例だが、

これほど短期間に再び設定されたのには理由がある。

SDGsを30年までに達成するために、

協同組合に大きな期待を寄せているのだ。

日本でも生協、農協、漁協、

森林組合、信用組合などは身近だが、

「協同組合」と意識している人は少ないのではないか。

本特集では協同組合の歴史や意味、

可能性について概観した上で、

特に地域に密着し、地域を支える、

市民活動にも通じる草の根の実践を紹介する。

〈特集チーム〉
神野 武美
竹内 友章
永井 美佳
牧口 　明
増田 宏幸
村岡 正司

特　集

大阪ボランティア協会は
2025国際協同組合年に賛同しています

草
の
根
の
協
同
組
合

―
地
域
を
支
え
る〝
市
民
活
動
的
〟実
践
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関
係
者
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
年
は
国
連
が
定
め

た
国
際
協
同
組
合
年
で
あ
る
（
本
誌
で
は
、

２
０
２
４
年
４
・
５
月
号
の
「
情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
」
と
同
８
・
９
月
号
の
「
Ｖ
時
評
」
で
取
り
上

げ
て
い
る
）。
協
同
組
合
年
は
12
年
に
も
設
定

さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
２
度
目
と
な
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
前
回
の
協
同
組
合
年
後

の
15
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
の
存
在
が
あ
る
。
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に

盛
り
込
ま
れ
た
17
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）」
を
30
年
ま
で
に
達
成
す

る
た
め
に
、
協
同
組
合
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
す
べ

て
の
人
び
と
の
最
大
限
の
参
加
を
促
進
し
、

貧
困
と
飢
餓
の
解
消
に
貢
献
」
す
る
と
と
も

に
「
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
包
摂
的

な
開
発
を
推
進
す
る
社
会
的
包
摂
政
策
を
支

援
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
」
点
に
期
待
を

寄
せ
、
そ
の
活
動
を
よ
り
活
性
化
し
よ
う
と

の
国
連
の
意
図
が
あ
る
。

加
え
て
25
年
は
、
１
８
９
５
年
に
設
立
さ

れ
た
国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
設
立

１
３
０
周
年
の
年
で
も
あ
る
。

国
連
は
こ
の
協
同
組
合
年
を
設
定
す
る
に

当
た
り
、「
人
間
ら
し
い
雇
用
の
創
出
」「
貧

困
と
飢
餓
の
解
消
」「
教
育
（
の
保
障
）」

さ
て
、
こ
こ
で
、
そ
も
そ
も
協
同
組
合
と

は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て

お
さ
ら
い
を
し
て
お
き
た
い
。

歴　

史
…
協
同
組
合
の
歴
史
で
は
一
般
的
に
、

１
８
４
４
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ
れ
た

「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
（
先
駆
者
）
組

合
」
が
近
代
協
同
組
合
の
始
ま
り
と
さ
れ
る

が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
前
の
17
世
紀
末
の
イ

ギ
リ
ス
で
、
熟
練
労
働
者
の
共
済
組
織
と
し

て
生
ま
れ
た
友
愛
組
合
が
嚆こ

う
矢し

と
さ
れ
る
。

ま
た
名
称
に
つ
い
て
は
、
１
７
６
０
年
に

イ
ギ
リ
ス
で
、
協
同
組
合
製
粉
所
と
製
パ
ン

所
が
設
立
さ
れ
た
の
が
協
同
組
合
と
い
う
名

称
が
使
わ
れ
た
最
初
の
例
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
19
世
紀
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
が
消
費
組
合
の
萌ほ

う
芽が

的
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
世
紀
後
半
に
は

フ
ラ
ン
ス
で
、
小
規
模
生
産
者
や
労
働
者
に

よ
り
生
産
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
、
ド
イ
ツ

で
は
信
用
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
世

紀
末
の
１
８
９
５
年
に
「
国
際
協
同
組
合
同

盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
が
結
成
さ
れ
る
。

原
則
の
制
定
と
変
遷
…
20
世
紀
に
入
る
と
協

同
組
合
は
世
界
各
国
に
広
が
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
組
織
原
則
、
運
営
原
則
が

「
す
べ
て
の
人
が
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
含
む
社
会
的
保
護
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
・
女
児
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」「
平
和
構
築
」
等
々
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s

17
の
目
標
に
沿
っ
た
課
題
を
示
す
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
し
て
協
同

組
合
が
直
接
貢
献
で
き
る
よ
う
な
事
業
創
出

環
境
を
強
化
す
る
た
め
各
国
政
府
の
注
意
を

喚
起
。「
す
べ
て
の
関
係
者
が
、（
略
）
持
続

可
能
な
開
発
目
標
の
実
施
と
社
会
・
経
済
開

発
全
体
に
対
す
る
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す

る
認
知
を
高
め
る
方
法
と
し
て
、『
国
際
協

同
組
合
年
』
を
活
用
す
る
こ
と
」
を
促
し
て

い
る
。

ま
た
、
協
同
組
合
年
の
テ
ー
マ
（
ス
ロ
ー
ガ

ン
）
は
「
協
同
組
合
は
よ
り
よ
い
世
界
を
築
き

ま
す
」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
文
言
は

多
少
変
化
し
て
い
る
も
の
の
12
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
（
注
１
）、
22

年
の
「
第
１
０
０
回
国
際
協
同
組
合
デ
ー
」

（
注
２
）
の
テ
ー
マ
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
と
さ
れ
た

も
の
で
も
あ
る
。

国
連
の
決
定
を
受
け
て
日
本
で
は
、「
協

同
組
合
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
、
認
知
度

を
高
め
る
こ
と
」「
協
同
組
合
の
事
業
・
活

動
・
組
織
の
充
実
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
達
成

に
貢
献
す
る
こ
と
」「
地
域
課
題
解
決
の
た

め
協
同
組
合
間
連
携
や
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

１
９
３
７
年
に
定
め
ら
れ
た
最
初
の
協
同

組
合
原
則
は
「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
」
と
呼

ば
れ
、
①
組
合
の
公
開
②
民
主
的
管
理
③
購

買
高
比
例
払
い
戻
し
④
資
本
利
子
の
制
限
⑤

政
治
的
宗
教
的
中
立
⑥
現
金
取
引
⑦
教
育
の

促
進
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た（
注
３
）。
こ
の

原
則
は
そ
の
後
、
66
年
に
見
直
し
が
お
こ
な
わ

れ
て
「
新
協
同
組
合
原
則
」
と
な
り
、
さ
ら

に
95
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
百
周
年
記
念
大
会
で
「
協

同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ

Ｃ
Ａ
声
明
―
定
義
・
価
値
・
原
則
」
が
採
択

さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

95
年
の
声
明
で
は
、
原
則
の
前
に「
定
義
」

「
価
値
」が
置
か
れ
、
定
義
と
し
て「
協
同
組

合
は
、
人
び
と
の
自
治
的
な
組
織
で
あ
り
、

自
発
的
に
手
を
結
ん
だ
人
び
と
が
、
共
同
で

所
有
し
民
主
的
に
管
理
す
る
事
業
体
を
つ
う

じ
て
、
共
通
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的

な
ニ
ー
ズ
と
願
い
を
か
な
え
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」
と
う
た
い
、
価
値
と
し
て
「
協
同

組
合
は
、
自
助
、
自
己
責
任
、
民
主
主
義
、

平
等
、
公
正
、
連
帯
と
い
う
価
値
を
基
礎
と

す
る
。（
以
下
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
原
則
と
し
て
、「
自
発
的
で
開

の
連
携
を
進
め
る
こ
と
」「
国
際
機
関
や
海

外
の
協
同
組
合
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
こ

と
」
の
四
つ
を
活
動
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組

み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

概　
観

協
同
組
合
と
は
？
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か
れ
た
組
合
員
制
」（
第
１
原
則
）「
組
合
員
に

よ
る
民
主
的
管
理
」（
第
２
原
則
）「
組
合
員
の

組
合
財
政
へ
の
参
加
」（
第
３
原
則
）「
自
治
と

自
立
」（
第
４
原
則
）「
教
育
、研
修
お
よ
び
広
報
」

（
第
５
原
則
）「
協
同
組
合
間
の
協
同
」（
第
６
原

則
）「
地
域
社
会
へ
の
関
与
」（
第
７
原
則
）
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
４
原
則
と

第
７
原
則
が
新
し
く
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
背
景
に
は
、
80
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ａ
大
会
で
の
「
西
暦
２
０
０
０
年
に
お
け
る

協
同
組
合
」と
題
す
る
基
調
報
告（
レ
イ
ド
ロ

ー
報
告
）
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
発
祥
か

ら
２
０
０
年
前
後
の
歴
史
を
持
つ
協
同
組
合

で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
ず
世
界
の
協
同
組
合
組
織
の
現
状
に
つ

い
て
、
今
年
を
協
同
組
合
年
と
し
た
２
０
２

３
年
12
月
の
国
連
決
議
で
は
「
世
界
に
は
約

３
０
０
万
の
協
同
組
合
が
あ
り
、
世
界
の
労

働
者
の
10
％（
２
億
８
０
０
０
万
人
）
が
協
同

組
合
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
か
、
協
同
組
合
に

お
け
る
労
働
者
組
合
員
で
あ
る
」
と
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ａ
加
盟
団
体
で
見
る
と
、
１
０
３
カ
国
、

２
９
９
団
体
、
組
合
員
10
億
人
超
（
24
年
４

月
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
日
本
の
現
状
と
し
て
は
、
多
く
の
日

本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

生
活
協
同
組
合（
購
買
生
協
、医
療・福
祉
生
協
、

共
済
生
協
な
ど
）
を
は
じ
め
、
農
業
協
同
組

合
、
森
林
組
合
、
水
産
業（
漁
業
）
協
同
組

合
、
労
働
金
庫
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

中
小
企
業
組
合
、
労
働
者
協
同
組
合
を
合
わ

せ
て
、
単
位
組
合
数
３
万
９
４
０
１
、
組
合

員
数
延
べ
１
億
８
３
４
万
８
９
３
５
人
、
生

活
購
買
供
給
高
４
兆
２
９
６
億
円
、
純
預
貯

金
額
３
３
２
兆
８
０
８
５
億
円
、
貸
出
金
額

１
７
４
兆
１
１
６
５
億
円
、
共
済
掛
金
６
兆

１
３
８
８
億
円
、
事
業
収
益
27
兆
５
７
２
４

億
円
と
な
っ
て
い
る
（
注
４
）。

新
自
由
主
義
を
主
軸
と
す
る
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
り
世
界
的
規
模
で
の
格
差
の

拡
大
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
目
標
に
示
さ

れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が

る
中
で
、
近
年
、
社
会
的
連
帯
経
済
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

社
会
的
連
帯
経
済
と
い
う
の
は
社
会
的
経

済
と
連
帯
経
済
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

っ
た
出
自
と
概
念
を
持
つ
言
葉
が
合
わ
さ
っ

た
言
葉
で
あ
る
が
、
社
会
的
経
済
が
主
と
し

て
、
協
同
組
合
の
よ
う
な
組
織
化
さ
れ
、
比

較
的
規
模
の
大
き
い
非
営
利
的
な
経
済
活
動

を
指
す
の
に
対
し
、
連
帯
経
済
は
草
の
根
の

組
織
に
よ
る
社
会
運
動
的
な
活
動
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
社
会
的
連
帯
経
済
は
、
両

者
の
特
性
を
生
か
し
合
う
こ
と
で
地
域
社
会

に
基
盤
を
置
い
た
草
の
根
の
活
動
（
運
動
）
を

国
レ
ベ
ル
か
ら
国
連
を
含
む
よ
り
大
き
な
活
動

に
つ
な
げ
、
新
自
由
主
義
に
よ
る
「
民
営
化
」

政
策
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
「
公
共

（
公
共
財
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
）」
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
運
動
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
運
動
は
、
１
９
９
７
年
に
「
社
会
的

連
帯
経
済
を
推
進
す
る
大
陸
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）」
が
設
立
さ
れ
た
頃
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
米
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
な

ど
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
そ
れ
を

背
景
に
２
０
２
３
年
４
月
の
国
連
総
会
で
は

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
社
会
的
連
帯

経
済
の
推
進
」
と
題
す
る
決
議
も
な
さ
れ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
労
働
者
協
同
組
合
を
は

じ
め
と
す
る
協
同
組
合
や
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

資
料
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

も
参
加
し
た
共
同
研
究
や
実
践
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
社
会
的
連
帯
経
済
は
地
域
社
会
を

基
盤
に
社
会
や
政
治
の
あ
り
方
を
問
い
、
変

革
し
よ
う
と
す
る
運
動
で
も
あ
る
の
で
、
近

年
台
頭
し
て
き
た
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
（
地

域
自
治
主
義
、
注
５
）
と
の
相
性
が
良
く
、

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
を
か
か
げ
る
政
治
勢
力

が
社
会
的
連
帯
経
済
の
推
進
を
強
く
打
ち
出

し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
22
年
の
東
京
・
杉

並
区
長
選
挙
で
、
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
を
か

か
げ
る
岸
本
聡
子
氏
が
当
選
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。

編
集
委
員　
牧
口
明

協
同
組
合
の
現
状

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
・
社
会
的
連
帯
経
済
・
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム

（注1）	12年のスローガンは「協同
組合がよりよい世界を築きます

（Co-operative enterprises build a 
better world）」であり、25年のス
ローガンは「協同組合はよりよい世
界を築きます（Cooperatives Build 
a Better World）」となっている。
（注2）	協同組合デーは、1923年に
ICAが定めたもので、毎年7月の第
1土曜日。
（注3）	第2次世界大戦前夜という当
時の国際情勢により⑤～⑦は必須の
原則とはされなかった。またこの原
則は、ロッチデールの名が付けられ
てはいるが、同組合発足時にこのよ
うな原則が明文化されていたわけで
はない。
（注4）	日 本 協 同 組 合 連 携 機 構
『2022年度協同組合統計表』による。
（注5）	選挙における投票行動のみを
政治参加とみなさず、住民の直接参
加による自治的な合意形成を尊重し
広げようとする政治思想であり、

「コモンズ（公共財・公共サービス）
の重視」を掲げる。

特集：草の根の協同組合―地域を支える〝市民活動的〟実践
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「
チ
ャイ
ル
ド
ペナ
ル
ティ」っ
て
？

子
を
持
つ
こ
と
で
社
会
生
活
に
お
い
て
不

利
な
状
況
に
陥
る
こ
と
。
所
得
減
お
よ
び
キ

ャ
リ
ア
の
実
現
や
継
続
等
の
経
済
面
や
、
生

活
の
な
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
影
響
す
る
。

具
体
的
に
は
家
事・育
児
に
よ
る
労
働
時
間
の

短
縮
と
減
収
、仕
事
に
集
中
で
き
ず
昇
進
の
機

会
を
失
う
、時
間
に
融
通
の
利
く
低
賃
金
な
職

業
を
選
択
し
が
ち

―
等
の
形
で
生
じ
る
。

母
親
に
多
く
の
子
育
て
責
任
を
期
待
す
る

規
範
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
差
を
生
み
、
さ
ら
に
は
家
庭
責
任
を
負

わ
な
い
男
性
を
基
準
と
し
た
長
時
間
労
働
か

つ
職
場
優
先
と
い
う
働
き
方（
女
性
が「『
呼
び

出
し
可
能
な
』親
に
な
る
こ
と
が
多
い
」（
注
１
））

や
、結
果
的
に
父
親
が
育
児
に
参
加
し
づ
ら
い
、

等
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
。「
子
育
て
罰
」と

も
訳
さ
れ
る
こ
の
言
葉
は
、
子
を
持
つ
こ
と

の
負
の
面
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が（
と
り
わ
け

女
性
に
は
）許
さ
れ
な
い
風
潮
に
異
を
唱
え
、

社
会
構
造
と
し
て
問
題
化
す
る
意
味
で
も
重

要
で
あ
る
。

昨
今
の
日
本
で
は
男
女
共
同
の
育
児
が
奨

励
さ
れ
る
一
方
で
、「
母
に
な
る
の
が
不
幸
だ

と
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
期
待

も
許
可
も
さ
れ
て
い
な
い
」（
注
２
）し
、「
皮
肉

に
も
、
育
児
に
お
け
る
母
親
の
責
任
と
タ
ス
ク

を
よ
り
強
く
要
請
す
る
」（
注
３
）圧
力
が
あ
る
。

女
性
へ
の
自
己
責
任
論
が
は
び
こ
る
状
況
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

荒
木 

菜
穂
（
大
阪
公
立
大
学
現
代
シ
ス
テ
ム

科
学
研
究
科
客
員
研
究
員
）

（
注
１
）
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
著
、
鹿
田
昌
美
訳

『
な
ぜ
男
女
の
賃
金
に
格
差
が
あ
る
の
か
：
女
性
の
生
き
方
の

経
済
学
』、慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、2021=2023

、p222

（
注
２
）オ
ル
ナ
・
ド
ー
ナ
ト
著
、
鹿
田
昌
美
訳
『
母
親
に
な

っ
て
後
悔
し
て
る
』、
新
潮
社
、2016=2022

、p12-13

（
注
３
）元
橋
利
恵
著
『
母
性
の
抑
圧
と
抵
抗

―
ケ
ア
の

倫
理
を
通
し
て
考
え
る
戦
略
的
母
性
主
義
』、
晃
洋
書
房
、

2021

、p96

 Vol.
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大
阪
府
共
同
募
金
会
の
助
成

申
請
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金

対
象
：
大
阪
府
内
で
行
う
民
間
社
会
福
祉
事

業
、
更
生
保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
・
団
体
が
、

２
０
２
６
年
度
（
26
年
４
月
～
27
年
３
月
末
）

に
実
施
す
る
事
業

受
付
：
２
０
２
５
年
５
月
１
日（
木
）

～
20
日（
火
）

②
河か

わ
ら原

林ば
や
し

富ふ

美み

福
祉
基
金
助
成
金

（
２
０
２
５
年
５
月
30
日（
金
）ま
で
受
付
け
中
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

対
象
：
大
阪
府
内
に
て
広
域
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
団
体
が
、
２
０
２
５
年
度（
25
年
８
月
～
26

年
３
月
末
）に
実
施
す
る
事
業

〇�

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
地
域
福
祉
活
動
促
進

事
業

�

対
象
：
大
阪
府
内
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
２
０
２
５
年
度（
25
年
８
月
～
26
年

３
月
末
）に
実
施
す
る
軽
自
動
車
購
入
事
業
ま

た
は
地
域
福
祉
活
動
促
進
事
業

①②とも、詳しく
は大阪府共同募金
会ホームページを
ご覧ください。
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シ ネ マ

～市民視点の映画を紹介する

ラ イ ブ ラ リ ー

第89回

第67回

理
由
の
な
い
こ
の
焦
燥
感
を
、
行

き
場
の
な
い
こ
の
苛い
ら

立
ち
を
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
の
不
確
か
さ
を

私
は
知
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
確
信
と
共

に
、
彼
ら
に
「
分
か
る
よ
」
な
ど
と
は

決
し
て
安
易
に
言
え
な
い
断
絶
を
感
じ

な
が
ら
、
圧
倒
的
な
存
在
感
に
打
ち
の

め
さ
れ
て
い
た
。

『
風
た
ち
の
学
校
』は
愛
知
県
奥
三
河

に
あ
る
全
寮
制
の
黄つ

柳げ

野の

高
校
を
舞
台

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

映
画
は
生
徒
た
ち
の
何
気
な
い
日
々

の
営
み
を
映
し
出
す
。
彼
ら
は
不
登
校

や
精
神
的
な
不
安
定
さ
、
生
い
立
ち
の

複
雑
さ
な
ど
を
抱
え
て
い
る
ら
し
い
の

だ
が
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
の
日
常
の
中
で

何
げ
な
く
提
示
さ
れ
て
い
く
。「
不
登
校

だ
か
ら
◯
◯
な
ん
だ
」
と
か
、「
生
い
立

ち
が
複
雑
だ
か
ら
◯
◯
な
ん
だ
」
と
い

う
よ
う
な
、
紋
切
り
型
の
安
易
な
因
果

関
係
は
そ
こ
に
は
無
い
。
生
徒
一
人
一

人
の
些さ

細さ
い

な
心
の
機
微
を
見
つ
め
、
彼

ら
の
ほ
ん
の
少
し
の
表
情
の
変
化
に
、

口
調
の
変
化
に
目
を
凝
ら
し
て
い
く
。

登
場
す
る
生
徒
た
ち
は
時
々
、
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
親
し
げ
に
話
し
か
け
て

く
る
。
そ
の
表
情
は
柔
ら
か
く
、
優
し

い
。
カ
メ
ラ
と
生
徒
の
距
離
も
と
て
も

近
く
、
監
督
が
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
本
作
の

監
督
で
あ
る
田
中
さ
ん
自
身
も
中
学
校

時
代
に
不
登
校
と
な
り
、
黄
柳
野
高
校

に
通
っ
て
い
た
と
い
う
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
し
、

そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
重
要
な
の
は
、
監

督
の
優
し
さ
と
生
徒
た

ち
の
監
督
に
対
す
る
信
頼

が
、
カ
メ
ラ
に
写
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
自
身
、
十
代
の
頃
に

は
い
わ
れ
の
な
い
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ

て
い
た
。
私
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
多

く
の
人
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
た

だ
、
そ
れ
を
言
語
化
し
た
り
、
原
因
を

見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か

っ
た
。（
そ
れ
を
「
中
二
病
」
な
ど
と

揶や

揄ゆ

し
て
く
る
人
た
ち
も
い
た
。）
だ

か
ら
私
は
、こ
の
映
画
に
登
場
す
る
彼

ら
を
見
る
と
、
ど
こ
か
同
志
を
見
つ
け

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
ら
の
悩
み

や
苦
し
み
は
彼
ら
独
自
の
も

の
で
あ
り
、
四
十
を
過
ぎ
た

私
は
安
易
な
共
感
を
し
て
は

い
け
な
い
な
と
考
え
る
程
度

に
は
年
を
取
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
、
こ
の
圧
倒
的
な

ま
で
の
彼
ら
の
存
在
感
に
出

会
え
た
こ
と
は
、
生
き
る
勇

気
と
活
力
を
も
ら
え
る
体
験

だ
っ
た
。

今
月
の
作
品『
風
た
ち
の
学
校
』

本 書は「国際協力」や「多
文化共生」をテーマに、

著者が実施してきたワークシ
ョップを読者に疑似体験して
もらうためのいわば「読むワ
ークショップ」である。中高生
や大学生、自治体職員などを
対象とした「７つのワークショ
ップ」の紹介と、現場で活動
する４人に対するインタビュ
ー記事で構成されている。著
者は青年海外協力隊やボラン
ティアコーディネーター、大学
教員などを経て、現在、ワーク
ショップのコーディネーター
として活躍している。ワーク
ショップの多くはテレビ番組
や報道内容を題材に著者が作
成したものだ。

たとえば「チョコレートを
食べたことがないカカ

オ農園の子どもにきみはチョ
コレートをあげるか？」のワ
ークショップでは、アフリカ
のガーナで出会ったチョコレ
ートを食べたことがないカカ
オ農園の子どもたちに、チョ
コレートを分け与えることは
よいことかどうかを議論。
「美

お

味
い

しいと分かったら誇り
をもって働けるかもしれない
から『あげる』」とか「『あげ
る』側の自己満足と思えるか
ら『あげない』」とか「味を
知らないほうが幸せだと考え
ることこそ『上から目線』
だ」などさまざまな意見が続
出。その後、現地の生活事情

や問題の背景などについて解
説される。その他、「貧しい
村を発展させるために水道・
電気・道路のうちどれを選ぶ
か？」など興味深いテーマが
並んでいる。

著者は言う。他者との意
見の違いを楽しみ、参

加者が遠慮なく意見を言い合
うことで、自分自身にも「変
化」が起き、議論が発展する
ことで、思いもよらなかった
「答え」が見えてくることがあ
る、と。そして自分とは大き
く異なる境遇にある人のこと
でも、できるだけ想像力を働
かせ「自分ごと」としてとら
えてほしいと訴える。

編集委員　阿部 太極

チョコレートを食べたことが
ないカカオ農園の子どもに
きみはチョコレートをあげる
か？
木下理仁 著
旬報社、2024年3月
1,870円（税込）
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2012年、監督作『ドコニモイケナイ』
で日本映画監督協会新人賞受賞。主な
監督作は『春を告げる町』『二十歳の息
子』。プロデュース作品に『桜の樹の下』

『帆花』『江里はみんなと生きていく』が
ある。現在、日本映画大学准教授。
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